
見
学
先

１
位
は
「
奈
良
公
園
」

１位は「遺跡、史跡、文化財、寺社などの見学」
中学校の国内修学旅行　重点を置いた活動 日

修
協「
教
育
旅
行
年
報
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」か
ら

（１４）第３２３５号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）９月２日（月曜日）

教
育
旅
行
年
報

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
２
３

中
学
校
で
は
修
学
旅
行
の
活
動
で
何
に
重
点
を

置
い
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
見
学
先
と
し
て
人
気

が
あ
る
の
は
ど
こ
か
。
日
本
修
学
旅
行
協
会
が
２

０
２
３
年

月
１
日
に
発
行
し
た
「
教
育
旅
行
年

報

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
２
３
」
か
ら
当
該
の
デ

ー
タ
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

デ
ー
タ
は
、
２
０
２
２

（
令
和
４
）
年
度
に
実
施
さ

れ
た
全
国
の
中
学
校
の
国
内

修
学
旅
行
に
関
す
る
も
の
。

重
点
を
置
い
た
活
動

実
施
率
は
、国
内
修
学
旅

行
を
実
施
し
た
学
校
数（
８

４
１
校
）に
対
す
る
活
動
内

容
の
件
数
の
割
合
を
示
し
て

お
り
、第
１
位「
遺
跡
、史
跡
、

文
化
財
、寺
社
な
ど
の
見
学
」

は
、
・
８
％（
前
回

・
５

％
）と
な
り
、多
く
の
学
校
が

重
点
を
置
い
た
活
動
と
し
た

こ
と
が
分
か
る
。上
位

位

ま
で
は
、前
回
調
査
と
比
べ

て
大
き
な
変
動
が
な
か
っ

た
。今
回
の
調
査
結
果
に
お

い
て
、旅
行
先
の
第
１
位
が

京
都
府
、第
２
位
が
奈
良
県

で
あ
る
こ
と
か
ら
表
１
で

は
、１
位「
遺
跡
、史
跡
、文
化

財
、寺
社
な
ど
の
見
学
」、２

位「
伝
統
的
町
並
み
や
建
造

物
群
保
存
地
区
の
見
学
」、４

位「
絵
付
け
、焼
き
物
、伝
統

工
芸
な
ど
」、５
位「
座
禅
、法

話
、写
経
な
ど
」が
上
位
を
占

め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

関
西
が
方
面
と
し
て
本
格
的

に
復
活
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
。

３
位
「
平
和
学
習
」
が
前

回
調
査
６
位
、
前
々
回
調
査

７
位
か
ら
上
が
っ
た
の
は
、

旅
行
先
の
６
位
が
広
島
県
、

７
位
が
長
崎
県
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
前
回
調
査

で
は

位
以
内
に
入
っ
て
い

な
か
っ
た
沖
縄
県
が

位
に

戻
っ
て
き
た
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
よ
り

平
和
学
習
へ
の
関
心
度
も
高

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。


位
以
下
も
大
き
な
変
動

が
な
い
中
で
、
第

位
「
国

際
交
流
（
外
国
人
、
留
学
生

と
の
交
流
）
」
が
コ
ロ
ナ
禍

前
の
順
位
に
戻
し
て
い
る
の

は
、
海
外
に
出
か
け
ら
れ
な

い
状
況
下
に
お
い
て
国
内
で

交
流
で
き
る
機
会
を
模
索
し

た
結
果
で
あ
ろ
う
。

表
１
に
あ
げ
ら
れ
た
活
動

を
分
類
別
に
ま
と
め
た
も
の

が
、
グ
ラ
フ
１
で
あ
る
。

史
跡
、
町
並
み
、
産
業
遺

産
、
博
物
館
な
ど
の
見
学
な

ど
の
「
歴
史
学
習
」
に
重
点

を
お
く
も
の
が
９
１
０
件


・
４
％
（
前
回
調
査

・
２

％
）
と
毎
年
１
位
を
占
め
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
大

幅
に
比
率
が
上
が
っ
て
い
る

の
は
、
野
外
活
動
、
環
境
学

習
な
ど
の
「
自
然
・
環
境
・

科
学
学
習
」
の
分
野
で
（
２

０
１
９
年
度
６
・
９
％
）
、

修
学
旅
行
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ

い
て
学
ぶ
学
校
が
増
加
し
て

い
る
傾
向
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
。
能
楽
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

と
い
っ
た
「
芸
術
・
文
化
体

験
」
も
前
回
よ
り
増
え
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
制
限
さ

れ
て
い
た
ホ
ー
ル
や
室
内
で

の
鑑
賞
の
利
用
規
制
が
緩
和

さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

見
学
先
に
つ
い
て

○
○
市
内
な
ど
は
集
計
せ

ず
、
施
設
名
が
書
か
れ
て
い

る
見
学
先
の
み
を
集
計
し
た

（
表
２
）
。

１
位
奈
良
公
園
、
２
位
清

水
寺
、
４
位
法
隆
寺
、
５
位

広
島
平
和
記
念
公
園
は
、
前

回
、
前
々
回
に
お
い
て
も
上

位
に
位
置
し
て
い
る
。

上
位

位
の
う
ち
、
奈
良

県
と
京
都
府
の
神
社
仏
閣
な

ど
が
８
施
設
、
上
位

位
に

は

施
設
入
っ
て
お
り
、
見

学
先
が
両
府
県
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
顕
著
に
現
れ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
減

少
し
て
入
場
者
数
の
制
限
緩

和
に
伴
い
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

で
人
気
が
高
い
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

が

位
以
内
に
戻
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
東
京
の
代
表
的

な
見
学
先
の
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
や
浅
草
も
、

位
以
内

に
戻
っ
て
き
て
い
る
。前
回
、

前
々
回
、

位
以
内
だ
っ
た

中
尊
寺
、
厳
島
神
社
、
伊
勢

神
宮
な
ど
の
神
社
仏
閣
、
富

士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
那
須
ハ

イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
、
ナ
ガ
シ

マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
遊

園
地
が

位
以
下
と
な
っ

た
。
遊
園
地
な
ど
は
思
い
出

づ
く
り
の
要
素
が
多
く
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
急
き
ょ
方

面
や
見
学
地
の
変
更
を
し
た

も
の
が
、
元
に
戻
り
つ
つ
あ

る
と
言
え
る
。

地
域
別
見
学
先
上
位
５

（
表
３
）
を
み
る
と
、
北
海

道
で
は
、
民
族
共
生
の
学
習

の
で
き
る
ウ
ポ
ポ
イ
が
１
位

と
な
っ
た
。
東
北
で
は
中
尊

寺
が
前
回
同
様
、
今
回
も
１

位
で
あ
っ
た
。
関
東
で
は
コ

ロ
ナ
禍
で
は
近
隣
県
に
広
が

っ
て
い
た
見
学
地
が
東
京
都

内
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。

中
部
で
は
富
士
山
周
辺
が

目
立
つ
。
中
国
で
は
１
位
広

島
平
和
記
念
公
園
（
平
和
記

念
資
料
館
な
ど
を
含
む
）
、

九
州
で
は
１
位
長
崎
平
和
公

園
（
原
爆
資
料
館
な
ど
を
含

む
）
、
沖
縄
で
は
３
位
ひ
め

ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
、
４

位
沖
縄
平
和
祈
念
公
園
（
平

和
の
礎
な
ど
を
含
む
）
と
な

っ
て
お
り
、
平
和
学
習
が
積

極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
四
国
は

上
位
５
位
ま
で
を
徳
島
県
と

香
川
県
が
占
め
た
。




